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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第２四半期連結
累計期間

第24期
第２四半期連結
累計期間

第23期

会計期間

自平成24年
２月１日
至平成24年
７月31日

自平成25年
２月１日
至平成25年
７月31日

自平成24年
２月１日
至平成25年
１月31日

売上高（千円） 3,046,0623,485,8036,149,179

経常利益（千円） 169,171 163,268 325,735

四半期（当期）純利益（千円） 98,461 98,371 190,136

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
105,849 118,822 207,813

純資産額（千円） 1,715,6841,906,6591,817,647

総資産額（千円） 5,714,1595,805,6175,417,836

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
54.25 52.79 103.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 30.0 32.8 33.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
79,527 198,026 339,277

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△22,051 △64,208△116,552

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
30,708 △41,471△223,441

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
591,263 599,425 503,594

　

回次
第23期

第２四半期連結
会計期間

第24期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
５月１日
至平成24年
７月31日

自平成25年
５月１日
至平成25年
７月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
28.18 35.26

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．平成25年２月１日付で１株につき200株の株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、６月の完全失業率が４年８ヶ月ぶりに３％台となったほか、

４－６月期のＧＤＰ成長率が３四半期連続してプラスとなるなど、緩やかな景気回復基調がみられました。

当社が属する婦人靴業界におきましては、大手各社による低価格路線の継続がみられました。こうした環境のも

と、当第２四半期連結累計期間において当社は、高付加価値商材の積極的な投入、適正価格の維持並びにイレギュ

ラー商材の拡販に努めました。

この結果、当第２四半期連結累計期間につきましては、売上高3,485百万円(前年同期比14.4％増)、営業利益156百

万円(同5.4％減)、経常利益163百万円(同3.5％減)、四半期純利益98百万円(同0.1％減)となりました。

当第２四半期連結累計期間におけるセグメントの業績は以下のとおりであります。なお、セグメントの業績につ

いては、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。

（卸売事業）

当第２四半期連結累計期間におきましては、アパレル顧客向け販売が計画を下回ったものの、百貨店及び通販事

業者向け販売が計画を上回ったほか、専門店顧客向け販売がプラスに転じたことから売上高は前年を大きく上回り

ました。しかしながら、円安等の影響により直輸入商材の粗利益率が著しく悪化したことから、営業利益につきまし

ては微増にとどまりました。

これらの結果、卸売事業における売上高は2,653百万円(前年同期比12.5％増)、営業利益486百万円(同4.2％増)と

なりました。

（小売事業）

当第２四半期連結累計期間におきましては、店頭ニーズを反映したＭＤの徹底と、接客レベルの向上に注力した

結果、既存店売上が二桁増となったほか、新店売上が堅調に推移したことから全店ベースの売上高、営業利益とも上

場来最高となりました。また、JELLY BEANS河原町ＯＰＡ店、ららぽーと横浜店、静岡パルコ店を移設リニューアルす

る一方、GinetteなんばＣＩＴＹ店、JELLY BEANSららぽーと柏の葉店、アトレ秋葉原店を出店致しました。これによ

り、７月31日現在の直営店舗数は23店舗となりました。

これらの結果、小売事業における売上高は832百万円(前年同期比21.2％増)、営業利益99百万円(同2.6％増)とな

りました。

（その他事業）

その他事業における売上高は仕入・検品足数が前年同期に比べ減少したことから22百万円(前年同期比23.4％

減)に、また品質管理強化に伴う人件費等の増加により販売費・一般管理費が増加したことから、営業損失は１百万

円(前年同期は11百万円の営業利益)となりました。

　

(2）財政状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,208百万円（前連結会計年度末は1,826百万円）とな

り、382百万円増加しました。主な理由は、売上債権の増加（807百万円から1,097百万円へ290百万円増）、現金及び

預金の増加（784百万円から870百万円へ86百万円増）及び商品在庫の増加（218百万円から224百万円へ５百万円

増）であります。

　また、固定資産の残高は、3,597百万円（前連結会計年度末は3,591百万円）となり、５百万円増加しました。主な理

由は、固定資産の取得による増加（73百万円増）、減価償却による減少（98百万円減）、差入保証金の増加（23百万

円増）及び投資有価証券の増加（11百万円増）であります。

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、1,850百万円（前連結会計年度末は1,536百万円）とな

り、313百万円増加しました。主な理由は、仕入債務の増加（465百万円から710百万円へ245百万円増）、未払法人税

等の増加（27百万円から68百万円へ41百万円増）及び１年内返済予定の長期借入金の増加（815百万円から845

百万円へ30百万円増）であります。

また、固定負債の残高は、2,048百万円（前連結会計年度末は2,063百万円）となり、14百万円減少しました。主な
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理由は、リース債務の減少（121百万円から101百万円へ20百万円減）、退職給付引当金の増加（90百万円から96百

万円へ６百万円増）であります。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,906百万円（前連結会計年度末は1,817百万円）とな

り、89百万円増加しました。主な理由は、四半期純利益の計上98百万円による増加、為替換算調整勘定の増加（４百

万円から18百万円へ14百万円増）及び配当金の支払い29百万円による減少であります。

　

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて

95百万円増加し、599百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、獲得した資金は198百万円（前年同期は79百万円の収入）となりました。

　これは主に、仕入債務の増加額245百万円、税金等調整前四半期純利益163百万円及び減価償却費98百万円に対し、

売上債権の増加額290百万円、法人税等の支払額23百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は64百万円（前年同期は22百万円の支出）となりました。

　これは主に、定期預金の預入による支出91百万円、有形固定資産の取得による支出55百万円及び差入保証金の差入

による支出21百万円に対し、定期預金の払戻による収入109百万円によるものであります。

　 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は41百万円（前年同期は30百万円の収入）となりました。

　これは、長期借入金の返済による支出471百万円、リース債務の返済による支出40百万円及び配当金の支払額29百

万円に対し、長期借入れによる収入500百万円によるものであります。

　

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 

EDINET提出書類

株式会社アマガサ(E03004)

四半期報告書

 5/18



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年９月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,920,000 1,920,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

100株

計 1,920,000 1,920,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 　 該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年５月１日～

平成25年７月31日
－ 1,920,000 － 308,100 － 230,600
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成25年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 天　笠　悦　藏  東京都台東区 665,400 34.66

 吉　田　嘉　明  千葉県浦安市 375,000 19.53

 天　笠　民　子  東京都台東区 119,400 6.22

 天　笠　竜　蔵  東京都台東区 107,200 5.58

 安　西　彩　子  東京都台東区 60,000 3.13

 天　笠　咲　子  東京都台東区 60,000 3.13

 株式会社アマガサ  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 56,800 2.96

 アマガサ従業員持株会  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 26,200 1.36

 葛　原　武　見  神戸市須磨区 26,000 1.35

 合　田　節　子  東京都足立区 20,000 1.04

計 － 1,516,000 78.96

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　 　56,800　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   1,863,100 18,631

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 100　 － －

発行済株式総数  1,920,000 － －

総株主の議決権 － 18,631 －

②【自己株式等】

平成25年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社アマガサ　

東京都台東区浅草六丁目

36番２号
56,800 － 56,800 2.96

計 － 56,800 － 56,800 2.96

　 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年５月１日から平成

25年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年２月１日から平成25年７月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 784,896 870,900

受取手形及び売掛金 807,593 1,097,903

商品及び製品 218,153 224,047

その他 21,038 21,653

貸倒引当金 △5,600 △6,300

流動資産合計 1,826,082 2,208,205

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,586,931 1,584,649

土地 1,529,346 1,529,346

その他（純額） 141,377 129,846

有形固定資産合計 3,257,655 3,243,842

無形固定資産 89,811 80,180

投資その他の資産 ※2
 244,288

※2
 273,388

固定資産合計 3,591,754 3,597,412

資産合計 5,417,836 5,805,617

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 465,594 710,600

1年内返済予定の長期借入金 815,307 845,339

未払法人税等 27,453 68,519

返品調整引当金 5,400 7,400

その他 223,035 218,505

流動負債合計 1,536,790 1,850,364

固定負債

長期借入金 1,834,938 1,833,533

退職給付引当金 90,743 96,954

その他 137,716 118,105

固定負債合計 2,063,397 2,048,593

負債合計 3,600,188 3,898,958
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年１月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 308,100 308,100

資本剰余金 230,600 230,600

利益剰余金 1,335,330 1,403,890

自己株式 △71,056 △71,056

株主資本合計 1,802,973 1,871,533

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,440 16,755

為替換算調整勘定 4,234 18,370

その他の包括利益累計額合計 14,674 35,125

純資産合計 1,817,647 1,906,659

負債純資産合計 5,417,836 5,805,617
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

売上高 3,046,062 3,485,803

売上原価 1,931,849 2,249,822

売上総利益 1,114,213 1,235,981

販売費及び一般管理費 ※
 948,538

※
 1,079,321

営業利益 165,674 156,659

営業外収益

仕入割引 22,986 25,994

その他 10,818 11,668

営業外収益合計 33,805 37,663

営業外費用

支払利息 25,487 21,386

その他 4,820 9,668

営業外費用合計 30,308 31,054

経常利益 169,171 163,268

特別損失

固定資産除却損 400 80

特別損失合計 400 80

税金等調整前四半期純利益 168,771 163,187

法人税等 70,310 64,816

少数株主損益調整前四半期純利益 98,461 98,371

四半期純利益 98,461 98,371
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 98,461 98,371

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,486 6,315

為替換算調整勘定 1,901 14,136

その他の包括利益合計 7,387 20,451

四半期包括利益 105,849 118,822

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 105,849 118,822

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年２月１日
　至　平成24年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年２月１日
　至　平成25年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 168,771 163,187

減価償却費 91,578 98,222

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,077 6,211

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,062 △1,200

返品調整引当金の増減額（△は減少） 1,100 2,000

受取利息及び受取配当金 △1,285 △1,877

支払利息 25,487 21,386

売上債権の増減額（△は増加） △175,281 △290,310

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,090 △5,894

仕入債務の増減額（△は減少） 165,975 245,005

その他 25,565 4,308

小計 280,681 241,040

利息及び配当金の受取額 1,285 1,877

利息の支払額 △25,487 △21,386

役員退職慰労金の支払額 △156,845 －

法人税等の支払額 △20,107 △23,505

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,527 198,026

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △126,600 △91,631

定期預金の払戻による収入 165,939 109,509

投資有価証券の取得による支出 △1,110 △1,229

有形固定資産の取得による支出 △35,216 △55,294

無形固定資産の取得による支出 － △631

差入保証金の回収による収入 10,000 30

差入保証金の差入による支出 △32,187 △21,539

その他 △2,876 △3,421

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,051 △64,208

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 500,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △457,180 △471,373

自己株式の処分による収入 49,797 －

配当金の支払額 △29,067 △29,697

リース債務の返済による支出 △32,842 △40,401

財務活動によるキャッシュ・フロー 30,708 △41,471

現金及び現金同等物に係る換算差額 372 3,484

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,556 95,831

現金及び現金同等物の期首残高 502,706 503,594

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 591,263

※
 599,425
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年２月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高

  
前連結会計年度

（平成25年１月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年７月31日）

受取手形割引高　 199,432千円 189,714千円

　

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

  
前連結会計年度

（平成25年１月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年７月31日）

投資その他の資産 △17,513千円 △15,613千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日）

貸倒引当金繰入額 1,100千円 500千円

役員報酬及び給料手当 391,212 413,945

退職給付費用 6,000 6,600

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日）

現金及び預金勘定 818,110千円 870,900千円

預入期間が３か月を超える定期預金他 △226,847 △271,474

現金及び現金同等物 591,263 599,425

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年２月１日　至　平成24年７月31日）

（１） 配当金支払額

 
（決議）

　
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月26日

定時株主総会
普通株式 28,851 3,200平成24年１月31日平成24年４月27日利益剰余金
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（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。 

　

（３）株主資本の金額の著しい変動

　平成24年６月12日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分を決議し、平成24年６月27

日に払込手続が完了いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において利益剰余金は25,262千円、自己株式は75,060千円それぞれ

減少し、当第２四半期連結会計期間末において利益剰余金は1,243,654千円、自己株式は71,056千円となっ

ております。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年２月１日　至　平成25年７月31日）

（１） 配当金支払額

 
（決議）

　
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月25日

定時株主総会
普通株式 29,811 3,200平成25年１月31日平成25年４月26日利益剰余金

（注）当社は、平成25年２月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っておりますが、上記配当金につい

ては、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。

　

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年２月１日　至平成24年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 その他事業 合計
調整額

（注）１　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 2,359,572686,489 － 3,046,062 － 3,046,062

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － 29,664 29,664△29,664 －

計 2,359,572686,48929,6643,075,727△29,6643,046,062

セグメント利益 467,17797,114 11,099575,390△409,716165,674

（注）１．セグメント利益の調整額△409,716千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等が含まれており

ます。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年２月１日　至平成25年７月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 その他事業 合計
調整額

（注）１　

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

売上高       

外部顧客への売上高 2,653,547832,256 － 3,485,803 － 3,485,803

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － 22,721 22,721△22,721 －

計 2,653,547832,25622,7213,508,524△22,7213,485,803

セグメント利益又は損失（△） 486,66699,603△1,305 584,965△428,305156,659

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△428,305千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用等

が含まれております。全社費用等は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

　

（金融商品関係）

　　前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

金利スワップ取引を利用しておりますが、特例処理の要件を満たしている取引のみであるため、記載を省略してお

ります。

　

（１株当たり情報）

　　　 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年２月１日
至  平成24年７月31日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年２月１日
至  平成25年７月31日）

１株当たり四半期純利益金額 54円25銭 52円79銭

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円） 98,461 98,371

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 98,461 98,371

普通株式の期中平均株式数（株） 1,814,738 1,863,200

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．当社は、平成25年２月１日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年９月10日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサ

の平成25年２月１日から平成26年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年５月１日から平成

25年７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年２月１日から平成25年７月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成25年７月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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